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はじめに 
中国が台湾周辺の軍事活動を活発化させている近年、習近平政権の台湾統一の意思や台湾への

様々な圧力が衆目を集めているにも関わらず2、台湾の南に位置するフィリピンを舞台にした米中

競争とそれへのフィリピンの反応は不釣り合いなほどに注目されていない。2023年 4月、フィリピ

ン政府は、米国との防衛協力強化協定(Enhanced Defense Cooperation: EDCA)に基づき、台湾に近い

ルソン島北部の２つを含む 4つのフィリピン軍基地への米軍のアクセスを追加的に認めた。この決

定が発表された 2023年 2 月から本稿を執筆している 2025年 2月現在まで、フィリピンは南シナ海

（西フィリピン海）で中国による強度を増した非軍事的強制に悩まされ続けている。台湾を巡る米

中競争と南シナ海における中国によるフィリピンへの圧迫には相関関係があるように見える。 

米ランド研究所のデレク・グロスマンは、これまでミンダナオ紛争や南シナ海におけるフィリピ

ンの排他的経済水域への中国の侵食といった国内の安全保障問題を優先してきたフィリピンが、将

来の台湾有事という対外的な脅威に焦点を当てるようになったと論じている3。しかし、中国の台湾

統一に米比両国が共同で対応するだろうとの彼の観測は、米国のフィリピンへの期待を反映する一

方で、近年のフィリピンの実際の対中姿勢との間に依然としてギャップがある。 

そこで本コメンタリーは、次の３つの視点から、南シナ海と台湾問題との結節点であるフィリピ

ン情勢に焦点を当て、2023 年から 24 年にかけての南シナ海は台湾問題のために荒れたのかを考察

する。フィリピンの中国に関する安全保障上の優先課題とは何だろうか？中比両国は台湾問題と南

シナ海問題とをどのように関連づけているのか？中国のフィリピンに対する圧力の成否をどのよ

うに評価できるだろうか？  

 

米比の戦略的利益の違い 
 中国の脅威はフィリピンと米国の安全保障協力を促進してきた。これは中国に融和的なロドリ

ゴ・ドゥテルテ政権でも例外ではなかった。2019年にフィリピンが実効支配するスプラトリー諸島

のティトゥ島周辺に 200隻を超える中国漁船が集結するという中国の威嚇行為の後、フィリピンと

アメリカの安全保障協力は進展した。2019年 3 月、１期目のトランプ政権下でマイク・ポンペオ米

国務長官が南シナ海における米比相互防衛援助条約の適用を初めて明言した4。ポンペオ長官の声

明は、1978年に初めてフィリピン領土に法的に組み入れられたカラヤン諸島(スプラトリー諸島)を

1951 年締結の米比相互防衛援助条約の適用対象外としてきた従来の米国の立場5を転換し、国連海

洋法条約を含む法の支配に対する中国の挑戦を許さないという米国のメッセージを明確にした。 

 米国が南シナ海におけるフィリピン防衛へのコミットメントを明らかにした 2019 年は、習近平

政権が台湾統一という目標を確認した年でもあった。2019 年 1月 2日、習近平総書記は「台湾に告

げる書」を記念する重要講話の中で、台湾に「武力の使用を放棄することを決して約束しない」と

明言した6。米国防総省の中国軍レポートによれば、2020 年以降に中国空軍機による台湾の防空識

別圏(ADIZ)内部への進入を顕著に増加させることで、中国政府は台湾海峡の「中間線」の存在を公

然と否定するようになった7。 

中国が台湾周辺での軍事活動を活発化させたことで、台湾問題は米中競争の焦点として浮上した。
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これにより、南シナ海に面し、かつ台湾の南に位置するフィリピンの戦略的重要性は米中両国にと

ってこれまで以上に高まったと言える。フィリピンはバシー海峡を隔てて台湾に向かい合う、大陸

中国を除き台湾に最も近い国である。フィリピン最北端のヤミ島は、台湾本島の東南に位置する蘭

嶼からわずか 99キロの距離しか離れていない。 

2021 年 11 月、米比両国が米比同盟新ビジョンを発表した。これは、対中融和姿勢をとっていた

ドゥテルテ政権が南シナ海における中国に対応するために米国との安全保障協力に舵を切ったこ

とを意味した。ここで米比両国は第１に、1951 年の米比相互防衛援助条約、1998 年の訪問米軍に

関する地位協定(VFA)、そして 2014 年の EDCAを安全保障協力の３本柱と確認した。第２に、南シ

ナ海も含む太平洋地域における、米比いずれかに対する武力攻撃も相互防衛援助条約の対象になる

と明記した。第３に、2016 年に下された南シナ海に関するフィリピンと中国の紛争に関する国際仲

裁裁判所の判断(2016年判断)に基づく中国の南シナ海における拡張的主張への反対を確認した。米

比同盟新ビジョンは南シナ海におけるフィリピンの利益を同盟が支えることを明らかにしたが、同

時に VFA や EDCA を安全保障協力の柱として確認することで、フィリピンにおける将来の米軍の

プレゼンス拡大に道を開いた。 

しかし、ドゥテルテ大統領は、フィリピンは米国と戦略的利益を完全に共有してはいないと釘を

刺した。米比同盟新ビジョンは米比両国が将来に直面する共通の挑戦に対応すると謳ったものの、

ドゥテルテ大統領は「我々の関心は南シナ海だけだ」と発言し、中国と台湾との紛争についてフィ

リピンは中立であり続けると強調した8。 

台湾をめぐる米中競争が進展するとき、南シナ海での中国抑止のために米国の協力を必要とする

フィリピンには、中国の台湾統一を抑止するための米国の要請を受け入れるべきだという米国から

の圧力がかかる可能性がある。実際に、米国際戦略研究所(CSIS)で東南アジア地域を担当するグレ

ゴリー・ポリング上級研究員は、地域紛争でフィリピンが米国を支援しなければ米軍による南シナ

海のフィリピン防衛は期待できないと指摘したことがある9。2021年 12 月末のドゥテルテ大統領の

発言は、南シナ海で米国の協力を得るための「コスト」として台湾をめぐる米中対立で米国側につ

くことを米国に強要されることに対する、フィリピンの複雑な感情を代弁している。 

2022 年 6 月に発足したマルコス政権も、台湾をめぐる米中競争に巻き込まれることを懸念して

いる。ナンシー・ペロシ米下院議長の台湾訪問直後の同年 8月 4日に中国人民解放軍がこれまでに

ない規模の軍事演習を開始したとき、フィリピン外務省は直ちに全ての関係国に自制を求め、フィ

リピンが「一つの中国」政策を堅持するとの短い声明を出した10。2023年 2月に日本への訪問を終

えたマルコス大統領は、フィリピンの地理的位置のために台湾をめぐる紛争に巻き込まれないシナ

リオはほとんど考えられないとしつつ、フィリピンの優先課題は在台 15 万人のフィリピン人労働

者であると述べた。さらに、南シナ海におけるフィリピンの利益を守ることが米国と日本との安全

保障協力を進める努力の中心を占めると語った11。 

つまり、マルコス政権においても、中国に関するフィリピンの中心的な安全保障課題は南シナ海

における中国の挑戦であり続けている。確かにマルコス政権は中国の台湾統一シナリオへの警戒感

を強めているが、フィリピン政府としての優先課題は中国を威嚇して台湾統一を抑止することより

も在台フィリピン人の安全確保や退避にある。台湾に隣接するフィリピンの地理的アドバンテージ

を軍事的に活かしたい米国とフィリピンの戦略的利益は完全に一致しているわけではない。 

 

繋がる台湾問題と南シナ海 
中国は米比間の戦略的利益の違いを活用することはできていない。2023 年 1 月初めに習近平主

席が、訪中したマルコス大統領と南シナ海の危機管理メカニズムを含む 14 の協力案件に合意した

とき、中国はマルコス大統領を米国から引き離すという賢明な外交姿勢をとっていた。そして中国

は、マルコス大統領を満足させることにも成功していた。ところが、2023年 2月に米比両国が EDCA

に基づき米軍のアクセス可能なフィリピン軍拠点を新たに 4箇所増やすことを発表した数日後、中

国はセカンド・トーマス礁付近で海警船にフィリピン沿岸警備隊に対して軍用級レーザーを照射さ

せた。米比両政府の EDCA四拠点の追加発表以降、中国はマルコス政権を優遇して米国から引き離

すというマルコス訪中時点の外交姿勢から離れ、露骨な圧力をフィリピンにかけるようになったよ

うに見える。 
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レーザー照射事件がマルコス政権の米国との安全保障協力を止めることはなかった。2023 年 4

月、フィリピン大統領府は追加された EDCA四拠点とは、台湾に近いルソン島北部のカガヤン州カ

ミオロシアス海軍基地、同州ラルロ空港、北東部イサベラ州のメルチョラデラクルス基地、西部パ

ラワン州パラバクであることを公表した。 

フィリピン政府は、新たな EDCA四拠点をフィリピンのために使用すると強調している。マルコ

ス大統領は、追加された EDCA四拠点は災害対応のためであり、米国はこれらを台湾の支援作戦に

使用するというアイデアを持ち出していないと釈明した12。さらに、フィリピン政府は「１つの中

国」政策を堅持することを再び表明することで、米国との安全保障協力は台湾問題への干渉ではな

いと中国を説得しようとしていた13。 

しかし、中国は米国の台湾支援につながる安全保障政策への協力のコストが高くつくというメッ

セージをフィリピンに突きつけた。第１に、フィリピン国内の台湾をめぐる米中対立に巻き込まれ

る恐怖を煽った。黄渓連駐フィリピン中国大使は、在台 15 万人のフィリピン人労働者の安否を心

配するのなら、旗幟鮮明に台湾独立に反対し、米軍に台湾に近い「軍事基地」14を開放すべきでな

いと主張した15。第２に、2023 年から 24 年を通じ中国は南シナ海でフィリピンを圧迫し続けた。

2023 年 2 月の中国海警船によるレーザー照射事件は、中国の南シナ海におけるマルコス政権に対

する圧迫の始まりに過ぎなかった。2023 年 8月以降、セカンド・トーマス礁やスカボロー礁周辺で

中国側船舶は高圧放水銃や意図的な衝突によってフィリピン沿岸警備隊やフィリピン漁船の航行

を厳しく妨害し続けた。 

南シナ海で中国の厳しい圧力にさらされる中、マルコス大統領は中国の説得を試みた。2024年 1

月、マルコス大統領は米国と日本の外務大臣に足並みを合わせて台湾総統選挙での頼清徳氏の選出

に祝意を示したが、フィリピン外務省に「１つの中国」政策の堅持を表明させていた16。続いてマ

ルコス大統領自身が「１つの中国政策」を堅持し、台湾の独立を支持しないと明言した。このとき、

マルコス大統領は将来の再統一の方法についても中国の内政問題であるという踏み込んだ発言を

行った17。将来の再統一方法の判断を中国に委ねることを示唆したマルコス大統領の発言は、武力

行使や武力による脅しを用いた台湾統一に反対をしている米国や日本の立場と明らかに異なって

いる。2024年 1月時点でのマルコス大統領は、フィリピンが台湾問題に干渉していないと中国に必

死にアピールすることで、中国が南シナ海でフィリピンを圧迫する状況を打開しようとしていたよ

うに見える。 

 

2024年の展開 
中国からみればマルコス大統領の説得を受け入れる積極的な理由は見出せなかっただろう。第１

に、2024年 4月には初の日米比３カ国首脳会合で発表されたビジョンステートメントにおいて、３

カ国首脳が南シナ海における中国の危険かつ攻撃的な行動に深刻な懸念を表明しただけでなく、両

岸問題の平和的解決を促すことも明記された18。日米比３カ国が共同で台湾問題へ介入している19

との中国の信念を強めただろう。第 2 に、2024 年の米比合同軍事演習「バリカタン」に先んじて、

米陸軍は台湾に近いルソン島北部に地上発射型の中距離ミサイル発射システム「タイフォン」を配

備した20。同年 8 月末にフィリピン国内に「タイフォン」が配備されたままであるのは訓練のため

だとしたフィリピン軍高官の説明に対し、中国は地域の緊張を高めるとして反対を表明していた21。 

南シナ海における中国の圧迫はピークに達した。2024 年 6 月 17 日、中国海警の妨害によってセ

カンド・トーマス礁で補給活動に従事していたフィリピン海軍軍人が親指を失う事件が生じた。さ

らに、事件直後に中国は「モンスター」の異名をとる 12000 トン級の中国海警船 5901 をセカンド・

トーマス礁と隣接するサビナ礁の付近で航行させ、フィリピンを威圧した22。 

フィリピン政府は、中国を非難しつつ衝突を米国との相互防衛援助条約を発動すべき武力攻撃だ

とは認定せず23、中国との外交による緊張緩和を追求した。2024 年 7 月 21 日、フィリピン外務省

は、セカンド・トーマス礁にフィリピンが座礁させている軍艦シエラ・マドレへの補給任務をめぐ

る「暫定合意」を、中比両国が結んだと発表した24。 

2023 年から 24 年にかけての中国のフィリピンに対する圧力は重要な成果を挙げた。第１に、中

国は、米比相互防衛援助条約が海警船と海上民兵船を中心とする中国のグレーゾーン戦術を抑制す

る上で効果的ではないことを示した。パパロ・インド太平洋軍司令官が米軍はフィリピン船舶のエ
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スコートについて協議する用意があると述べ25たように、米国では問題が生じた際に二国間協議の

開催を定めた米比相互防衛援助条約の第三条の発動を検討すべきだという声が上がっていた26。し

かし、この米国のアイデアに対し、フィリピン政府は慎重な姿勢をとった。フィリピン軍トップの

ブラウナー参謀総長はパパロ提督の発言に対し補給任務は「まずは自分たちで行う」と答え、マル

コス大統領も現時点では米比相互防衛援助条約を発動すべき状況はないと述べた27。フィリピンの

アニョ国家安全保障担当顧問は、補給任務への米軍の直接的関与の必要性はなく純粋にフィリピン

の任務とすることが現時点のマルコス大統領の指示であると述べ28、当面は米軍によるフィリピン

補給船のエスコートを求めないことを示唆した。フィリピン政府は、中国との緊張をエスカレート

させる米比相互防衛援助条約の発動を望まなかったのである。 

第２に、フィリピンがセカンド・トーマス礁への補給の安全を確保するために中国と暫定合意の

交渉を進めねばならなかったことは、中国のサラミ・スライス戦術の成功を意味している。しかも、

その暫定合意を結んだ後も、南シナ海における中国のフィリピン圧迫は止まらなかった。その顕著

な例として、セカンド・トーマス礁に隣接するサビナ礁でも中国側船舶がフィリピン沿岸警備隊巡

視船の補給を断ち、2024 年 9 月にフィリピン側を撤退させたことが挙げられる。さらに、2024 年

12月に中国海警船はスカボロー礁周辺でもフィリピン沿岸警備隊に高圧放水銃を使用した。 

しかし、近年の中国のフィリピン圧迫は中国の一方的な勝利を意味したわけではない。第１に、

2024 年 10 月にフィリピンで行われた世論調査は、米国の台湾介入に巻き込まれる恐怖を煽る中国

のフィリピン世論に対する工作が少なくとも短期的には失敗したことを示した。73%の回答者が、

2025 年 5 月に予定されている中間選挙で親中国の候補者に投票しないと回答した。フィリピンの

国家発展にとって最も信頼されているパートナーは米国(79%)であり、それに日本(50%)が続き、中

国という回答は 1%に過ぎなかったという29。別の世論調査では、地域差はあるものの、84%のフィ

リピン国民が、フィリピンの主権、主権的権利、海域の管轄を守ることを主張するマルコス政権の

イニシアチブを支持したという30。少なくとも短期的には、フィリピン国民は米日と協力するマル

コス政権の安全保障政策を支持し続けるだろう。 

第 2に、セカンド・トーマス礁におけるフィリピン側の補給任務に対する中国の圧迫は、米国と

日本のフィリピンに対するさらなる支援をもたらした。2024年 11月 19日、オースティン国防長官

は米比両国の「軍事情報包括保護協定(GSOMIA)」締結の機会にパラワン島を訪問し、「タスク・フ

ォース・アユンギン」と名付けられた米軍部隊が配備されていることを明らかにした。フィリピン

の国家安全保障アドバイザーはセカンド・トーマス礁への補給が常にフィリピンの作戦であると強

調しているが、米軍の「タスク・フォース・アユンギン」は無人機等でフィリピンの海洋状況把握

を支援しているという。日本も 12 月 5 日にフィリピン海空軍に警戒監視用機材を供与することを

発表した31。 

 

おわりに 
台湾問題が米中競争の焦点となることで、台湾の南に位置するフィリピンの戦略的重要性は高ま

った。しかし、中国に関するフィリピンの安全保障上の最優先課題は西フィリピン海における中国

の挑戦であり続けている。マルコス政権は台湾有事のシナリオを懸念するようになっているものの、

その関心は中国を威嚇することよりも在台 15 万人のフィリピン人労働者の安全にある。つまり台

湾を巡って、軍事的にフィリピンの地の利を活かしたい米国の意向と、自国での米軍のプレゼンス

をフィリピンのために使用するというフィリピン政府の意思が完全に一致するとは限らない。 

ところが 2023年から 24年にかけての中国は、EDCAに基づくフィリピン軍拠点への米軍のプレ

ゼンス増大が台湾支援につながると認識して態度を硬化させ、フィリピンと米国の戦略的利益の違

いを活かすことはなかった。西フィリピン海における中国の厳しい圧迫に耐えながら、フィリピン

は「一つの中国」政策の堅持をアピールすることで、米国との安全保障協力はフィリピンによる台

湾問題への介入ではないと中国を説得しようとしたように見える。しかし中国はフィリピンに露骨

な圧力を加え続けたことで、フィリピン世論の反発と米日のさらなるフィリピン支援を招いてしま

ったように見える。 

本稿を執筆している 2025 年 2 月の時点では、近年高まっていたフィリピンを舞台にした緊張は

一定程度、緩和しているように見える。第１に、本稿で述べたように、2024 年は南シナ海における
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中国のフィリピンに対する圧迫は苛烈であったが、中国政府は台湾問題に関連づけたフィリピン批

判をいつの間にかしなくなった。黄渓連駐フィリピン中国大使は 2023 年 4 月 15 日に在台 15 万人

のフィリピン人労働者の安全を保障しないことを示唆する発言を行い、フィリピン社会に強い威圧

を与えたが、同趣旨の発言はその後、確認されていない。2024 年 12 月、黄大使は中国とフィリピ

ンのメディアを前に中国の経済発展の成功物語を強調した32。表面的には、2024年の中比関係の中

心的課題は南シナ海における緊張へ移行し、台湾有事との関連性は見えづらくなったように思われ

る。 

第２に、2025 年 1月 16 日に中比両政府は、セカンド・トーマス礁の軍艦への補給に関する「暫

定合意」を継続することに合意した。24年 7月の中比両国の「暫定合意」後、一時サビナ礁で緊張

が高まったことはあったが、中国はセカンド・トーマス礁におけるフィリピン側の補給を妨害して

いない。 

第３に、1月 23日のロイター通信は、フィリピン政府関係者によると米陸軍が「中距離ミサイル

発射システム」をルソン島のラオアグ飛行場から島内の別の場所に移動させたと報じた33。 

他方で中国のフィリピンへの威圧は形を変えて続いている。2025 年 1 月初めから１ヶ月にわた

り、中国は 12000 トン級の中国海警船 5901 をルソン島西側のザンバレス海岸に近づけるなどして

フィリピンを威圧し続けている。これに対しマルコス大統領は、中国がフィリピンを圧迫すること

をやめれば「タイフォン」を米国に返却すると述べた34。 

フィリピンに配備された 2024 年の中国が、南シナ海でフィリピンに強い圧力をかけながらも、

台湾問題に関連づけたフィリピンへの批判を静かに止めたことは比較的明確だ。2025 年 2 月も中

国政府はフィリピン国内に残っている「タイフォン」についてフィリピンに抗議したが、その批判

のポイントは地政学的対立と地域における軍拡のリスクをもたらすという一般的な内容にとどま

っており、台湾問題には言及していない35。これは、米軍の台湾介入に繋がるとしてフィリピンの

安全保障政策を強く批判した 2023年の言説とは明らかに異なるのである。 
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